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５
０
０
号
の
発
行
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昭
和　

年
か
ら
長
年
に
わ
た
り
、
町
の

２７

移
り
変
わ
り
や
そ
の
時
、
そ
の
時
の
話
題

を
記
録
し
続
け
て　

年
。
…
…
改
め
て
戦

４９

後
の
厳
し
い
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で

取
材
し
、
記
録
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
行

政
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
に
そ
の
時
代
に
応
じ
た
「
広
報
い
し

か
わ
」
は
、
町
づ
く
り
に
始
ま
り
、「
子
ど

も
の
こ
と
」、「
町
の
話
題
」、「
食
や
介
護
」、

「
行
事
」
な
ど
と
、
い
つ
も
身
近
な
と
こ

ろ
で
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

限
ら
れ
た
枚
数
の
中
に
も
知
る
こ
と
が
多

く
、
紙
面
を
読
む
こ
と
で
現
代
の
異
常
な

ま
で
の
情
報
社
会
の
中
で
、
氾
濫
す
る
情

報
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
町
内
外
の
情
報
を
知
る
上
に

お
い
て
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
広
報
紙
で
あ
り
、
情
報
紙
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
紙
面
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
を

飾
っ
て
く
れ
る
「
小
さ
な
美
術
館
」
の
絵

は
、
私
の
心
を
和
ま
せ
潤
し
て
く
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
あ
ど
け
な
さ
が
、
夢
い
っ

ぱ
い
と
な
っ
て
自
由
に
画
面
に
描
か
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。「
ふ
る
さ
と
の
花
だ
よ

り
」
も
同
様
、
関
根
さ
ん
の
「
花
と
対
話
」

す
る
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
描
く
風
景
や
こ
れ
ら
の

花
々
が
山
や
野
に
絶
え
ぬ
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
自
然
い
っ
ぱ
い
の
石
川
町
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
切
望
し
、
こ
の
「
広
報
い
し
か

わ
」
が
末
永
く
発
行
で
き
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

　

主
婦
業
の
傍
ら
、
読
書
、
絵
画
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
女
性
。

　

最
近
は
自
分
史
講
座
に
通
い
な
が
ら
、「　

世
紀
へ
の
伝
言
」
の
出
版

２１

物
に
執
筆
す
る
な
ど
、
芸
術
的
才
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

有
我　
シ
ゲ
子
さ
ん

（
当
町
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ  ロフィール

広

報

い

し

か

わ

５

０

０

号

に

寄

せ

て
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現
在
の
広
報
紙
は
、
Ａ
４
判
の
用
紙
に

白
黒
・
カ
ラ
ー
印
刷
、
ま
た
写
真
を
多
く

使
っ
た
紙
面
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
戦
後
の
広
報
紙
は
ザ
ラ
紙
・
ガ
リ
板

印
刷
が
当
た
り
前
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
活
字
印
刷
に
な
り
、
昭
和　
３０

年
３
月
の
合
併
後
（
現
在
の
石
川
町
）
か

ら
、
用
紙
が
Ｂ
４
判
や
Ｂ
５
判
に
形
を
変

え
な
が
ら
、
昭
和　

年
に
、
は
じ
め
て
写

３６

真
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和　

年
以
後

４４

に
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
に
規
格
を
変
え
て
か
ら
、

カ
ラ
ー
写
真
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
印
刷

の
品
質
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　

発
行
日
も
不
定
期
だ
っ
た
も
の
が
、
毎

月
１
回
１
日
・　

日
発
行
を
繰
り
返
し
、

１０

「
広
報
い
し
か
わ
」
に
な
っ
て
か
ら
は
、

　

日
発
行
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

１０
　

年
１
月
に
は
、
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

１１と
と
も
に
、
発
行
日
も
１
日
に
改
め
て
い

ま
す
。

　

石
川
町
の
広
報
紙
は
、
昭
和　

年
５
月
に
「
石
川
町
公
民
館
だ
よ
り
」
第
１
号
を
発
行

２７

し
て
以
来
、　

年
３
か
月
の
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
今
回
５
０
０
号
を
発
行
す
る
運
び
と

４９

な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
公
民
館
だ
よ
り
が
、
昭
和　

年
８
月
に
は
「
館
報
い
し
か
わ
」、
昭
和　

年

４４

４７

９
月
に
、
今
の
「
広
報
い
し
か
わ
」
に
改
称
す
る
な
ど
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
紙
面
が

ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
変
化
し
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
は
、
町
政
の
内
容
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
り
、
事
業
の
企
画
を
提

案
し
た
り
、
少
し
で
も
行
政
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま
た
、
み
な
さ
ん

が
広
報
に
参
画
し
て
、
生
き
た
声
を
未
来
の
石
川
町
に
反
映
す
る
た
め
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

５
０
０
号
を
記
念
し
て
、
広
報
の
あ
ゆ
み
、
広
報
の
果
た
す
役
割
、
目
指
す
方
向
な
ど

を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

●
昭
和　

年
３０

３
月　

合
併
新
石
川
町
発
足
・
各
旧
町
村
役
場
に

支
所
設
置

７
月　

上
水
道
施
設
完
成

　

月　

沢
田
中
学
校
屋
内
体
育
館
新
築
完
成

１１●
昭
和　

年
３１

４
月　

各
支
所
を
出
張
所
に
改
正

　
　
　

国
民
健
康
保
険
・
全
町
に
実
施

８
月　

高
田
桜
が
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定

●
昭
和　

年
３２

４
月　

公
益
質
屋
を
開
設

●
昭
和　

年
３３

３
月　

野
木
沢
中
学
校
屋
内
体
育
館
完
成

９
月　

町
役
場
庁
舎
新
築
完
成

　

月　

各
出
張
所
廃
止
・
事
務
の
全
部
を
本
庁
に

１０

統
合

●
昭
和　

年
３４

３
月　

総
合
落
成
祝
賀
式

　
　
　

石
川
警
察
署
移
転
新
築
完
成

４
月　

桜
ヶ
丘
学
園
開
設

７
月　

町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
開
設

　
　
　

石
川
電
報
電
話
局
落
成
・
市
内
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
開
始

●
昭
和　

年
３５

７
月　

財
政
再
建
団
体
と
な
り
地
財
法
準
用
適

用

　
　
　

石
川
町
商
工
会
設
立

　

月　

磐
城
石
川
駅
全
焼

１１●
昭
和　

年
３６

４
月　

石
川
小
学
校
完
全
給
食
開
始

６
月　

６
号
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
・
土
木
施

設
・
農
産
物
被
害
甚
大

●
昭
和　

年
３７

３
月　

中
谷
地
区
有
線
放
送
完
成

９
月　

工
場
誘
致
第
１
号
・
緑
安
全
靴
工
場
誘
致

●
昭
和　

年
３８

５
月　

赤
字
解
消
・
地
財
法
返
上

　
　
　

町
立
第
二
保
育
所
開
設

★
お
断
り

各
年
の
代
表
的
な
紙
面
内
容
を
掲
載
し
ま

し
た
。

町
政
な
ど
と
歩
み

歴
史
を
刻
む
広
報
紙

は
じ
め
は
、
ザ
ラ
紙
・

ガ
リ
版
印
刷

▲角田雄幸さん・光枝さん夫婦（谷沢）
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８
月　

町
民
プ
ー
ル
開
設

　

月　

古
町
大
火

１２
　
　
　

３
町
衛
生
処
理
組
合
施
設
完
成

●
昭
和　

年
３９

３
月　

新
産
業
都
市
指
定

５
月　

水
郡
線
準
急
行
・
上
野
―
石
川
―
福
島
間

運
転
開
始

●
昭
和　

年
４０

３
月　

山
橋
農
村
集
団
自
動
電
話
開
通

　

月　

母
畑
中
学
校
屋
内
体
育
館
改
築

１０●
昭
和　

年
４１

１
月　

石
川
町
章
制
定

３
月　

石
川
局
全
国
即
時
通
話
網
に
編
入
・
全
国

１
、
８
０
０
局
と
即
時
通
話
開
始

４
月　

県
立
職
業
訓
練
校
誘
致

９
月　

中
央
公
民
館
・
町
体
育
館
落
成

　

月　

町
村
合
併　

周
年
記
念
式
典
お
よ
び
体

１０

１０

育
館
等
落
成

●
昭
和　

年
４２

９
月　

町
議
会
議
員
定
数　

名
か
ら　

名
に
改

３０

２０

正

●
昭
和　

年
４３

１
月　

石
川
町
史
発
刊

６
月　

石
川
地
方
５
町
村
に
よ
る
石
川
地
方
衛

生
処
理
組
合
発
足

●
昭
和　

年
４４

　

月　

農
業
用
水
千
五
沢
ダ
ム
起
工
式

１１●
昭
和　

年
４５

４
月　

古
殿
町
・
石
川
町
砕
石
事
業
組
合
発
足

５
月　

鳥
内
遺
跡
発
掘
調
査

　
　
　

優
良
町
と
し
て
県
町
村
会
長
表
彰
受
賞

　
　
　

町
立
母
畑
保
育
所
開
設

　

月月　

新
浄
水
場
完
成

１０１０●
昭
和　

年
４６

２
月　

野
木
沢
・
母
畑
地
区
地
域
集
団
電
話
開
通

５
月　

全
国
優
良
町
と
し
て
全
国
町
村
会
長
表

彰
受
賞

９
月　

郡
山
地
方
広
域
市
町
村
圏
指
定

●
昭
和　

年
４７

３
月　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

４
月　

火
葬
場
事
業
も
含
み
石
川
地
方
衛
生
処

理
組
合
を
・
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組

合
と
名
称
変
更

７
月　

千
五
沢
ダ
ム
え
ん
堤
な
ど
完
成

　

月　

石
川
小
学
校
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場

１２

完
成

●
昭
和　

年
４８

３
月　

石
川
町
振
興
計
画
策
定

５
月　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
石
川
分
署

発
足

広�報�の�あ�ゆ�み�

石川町公民館だより“第９号”
１９５３年（昭和２８年１月）

　このころの広報紙は、保存状態
が悪く、見当たらないものが多く
あります。

ガリ版印刷から“活字印刷”
１９５４年（昭和２９年１０月）

　全４ページが、すべて活字印刷
に。文字だけですが、きれいに編
集されています。

“館報いしかわ”に改称
１９６９年（昭和４４年８月）

　館報いしかわに改称。用紙もＢ
４のタブロイド版に変わりました。

石川町公民館だより“第１００号”
１９６４年（昭和３９年１１月号）

　このころから、表紙や顔写真な
ど、部分的に白黒写真が使わるよ
うになっています。

広報いしかわ“第２００号”　
１９７６年（昭和５１年１０月号）

　全１２ページには、表紙のカラー
写真をはじめ、写真が多く使われ
ています。

初めて“カラー写真”を使用
１９７０年（昭和４５年１月）

　初めて、カラー写真を使った表
紙は、初日の出です。
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月　

石
川
地
方
火
葬
場
完
成

１０
　
　
　

武
道
館
が
開
館

　

月　

野
木
沢
地
区
公
民
館
完
成

１１
　
　
　

石
川
町
総
合
落
成
式

　
　
　
（
昭
和　

年
度
〜　

年
度
）

４１

４８

●
昭
和　

年
４９

１
月　

石
川
町
の
花
・
木
・
鳥
制
定

２
月　

国
道
１
１
８
号
線
石
川
バ
イ
パ
ス
開
通

３
月　

石
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
完
成

　
　
　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
石
川
分
署

庁
舎
完
成

４
月　

町
民
の
歌
制
定
（
作
詞
）

７
月　

町
民
の
歌
制
定
（
作
曲
）

８
月　

石
川
町
民
憲
章
制
定

●
昭
和　

年
５０

３
月　

母
畑
地
区
公
民
館
完
成

８
月　

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　

石
陽
社
結
成
百
年
記
念
行
事
開
催

●
昭
和　

年
５１

３
月　

野
木
沢
保
育
所
完
成

　

月　

昭
和　

年
以
来
の
冷
害
・
町
農
作
物
冷
害

１０

２０

対
策
本
部
設
置

　
　
　

町
の
重
要
文
化
財
初
指
定
（　

件
）

１１

●
昭
和　

年
５２

２
月　

統
合
中
学
校
校
舎
新
築
完
成

　
　
　

沢
田
地
区
公
民
館
完
成

３
月　

石
川
・
野
木
沢
・
母
畑
・
中
谷
・
山
橋
の

５
中
学
校
廃
止

４
月　

統
合
中
学
校
開
校

●
昭
和　

年
５３

１
月　

町
広
報
行
政
無
線
運
用
開
始

２
月　

統
合
中
学
校
体
育
館
新
築
完
成

４
月　

宮
城
県
角
田
市
と
姉
妹
都
市
正
式
調
印

　

月　

母
畑
小
学
校
校
舎
改
築

１１●
昭
和　

年
５４

２
月　

中
谷
第
二
小
学
校
屋
内
体
育
館
完
成

　
　
　

南
山
形
小
学
校
屋
内
体
育
館
完
成

　

月　

野
木
沢
小
学
校
校
舎
改
築

１１●
昭
和　

年
５５

２
月　

中
谷
第
一
小
学
校
屋
内
体
育
館
完
成

　
　
　

沢
田
中
学
校
校
舎
改
築
第
一
期
工
事

４
月　

野
木
沢
幼
稚
園
開
設

　
　
　

県
立
石
川
養
護
学
校
開
設

　

月　

昭
和　

年
以
来
の
大
雪
・
森
林
等
被
害
甚

１２

２１

大

　
　
　

※
戦
後
２
番
目
の
冷
害
､
米
を
は
じ
め

農
作
物
の
被
害
甚
大

　広報紙のあゆみについて、時代ごとの表紙や紙面の移り変わりについて、
代表的なものをピックアップして紹介します。
　また、連載から発刊された「いしかわの石の物語」、「縮刷版」も貴重な記録のひとつです。

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

“いしかわの石の物語”を発刊　１９９４年（平成６年３月）

　石川の石について、町鉱物保護収集委員の三森たか子先生の執筆により、
平成元年１１月からシリーズで３０回にわたり掲載しました。
　それをもとに「いしかわの石の物語」を発刊しています。

広報いしかわ“第４００号”
１９９３年（平成５年５月）

　全１４ページには、活字も大きく
なり、写真・グラフ・表などを上
手く使っています。

縮刷版を見れば
“石川のすべてがわかる”

　昭和２８年１月号の公民館だよ
り時代から、平成５年１２月号まで
の広報いしかわを、縮刷版にして
頒布しています。
　第１巻・２巻・３巻ともに在庫
があります。

広報いしかわ“第５００号”
２００１年（平成１３年９月）

　現在の広報紙。平成１１年１月に
リニューアルして、よりビジュア
ル的になりました。

�

P
U
B
L
ICR

E
L
A
T
IO
N
S

広報いしかわが500号�
沢田地区簡易水道が通水�
粗大ゴミ戸別収集がスタート�
未来博もいよいよクライマックス�
石川町第４次総合計画パート４�

子どもと話そう�

町史編纂室だより�

町のわだい�

みんなの広場�

お知らせコーナー�

2

18

14

16

17

12

20

22

24

19

9平成13年9月1日発行�●第500号�

広報いしかわ“第３００号”
１９８５年（昭和６０年１月）

　全１６ページには、写真も大きく
扱われ、さまざまなの情報が掲載
されています。
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●
昭
和　

年
５６

１
月　

沢
田
中
学
校
校
舎
改
築

３
月　

中
谷
地
区
公
民
館
改
築

　
　
　

農
村
婦
人
の
家
完
成

６
月　

国
際
障
害
者
年
石
川
町
記
念
大
会
開
催

●
昭
和　

年
５７

１
月　

磐
州
･
河
野
廣
中
翁
顕
彰
碑
除
幕
式

２
月　

山
橋
地
区
公
民
館
改
築

　
　
　

水
道
事
業
所
浄
水
場
管
理
棟
完
成

４
月　

Ｂ
＆
Ｇ
石
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成

８
月　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
完
成

９
月　

台
風　

号
大
暴
れ
・
家
屋　

戸
に
被
害

１８

２１

　

月　

石
川
町
総
合
落
成
式

１１
　
　
　

添
田
百
枝
医
学
博
士
名
誉
町
民
第
１
号

　

月　

レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
ス
ケ
ー
ト
場

１２

完
成

●
昭
和　

年
５８

２
月　

石
川
町
新
総
合
計
画
策
定

　

月　

東
京
い
わ
き
石
川
会
を
結
成

１２●
昭
和　

年
５９

６
月　

主
要
地
方
道
い
わ
き
石
川
線
・
白
河
石
川

線
等
国
道
昇
格
促
進
期
成
同
盟
会
設
立

７
月　

山
形
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

　

月　

第
１
回
東
京
い
わ
き
石
川
会
ふ
る
さ
と

１０

訪
問
ツ
ア
ー
来
町

　
　
　

千
五
沢
ダ
ム
堰
提
竣
工
式

●
昭
和　

年
６０

２
月　

古
殿
・
須
賀
川
線
県
道
昇
格

３
月　

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
ゴ
ミ
処

理
施
設
完
成

　
　
　

石
川
保
健
所
新
庁
舎
が
完
成

４
月
４
月　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か

ら
町
へ
無
償
譲
渡

６
月　

町
合
併　

周
年
記
念
式
典

３０

●
昭
和　

年
６１

１
月　

名
誉
町
民
・
故
渋
谷
直
蔵
元
自
治
相
合
同

葬

　
　
　

沢
田
小
学
校
体
育
館
完
成

３
月　

鳥
内
工
業
団
地
完
成

　
　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
長
生
園
」
完
成

５
月　

石
川
共
同
福
祉
施
設
が
完
成

８
月　

台
風　

号
道
路
・
河
川
等
に
大
き
な
被
害

１０

　
　
　

曲
木
の
「
小
和
清
水
」
が
ふ
く
し
ま
の
水

　

選
に
選
定

３０

９
月　

第
１
回
少
年
相
撲
大
会

　
　

代
か
ら　

代
以
上
の
み
な
さ
ん
、
１

１０

７０

０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
、
結

果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

回
答
数
で
見
る
と
、
年
代
別
は　

代
が

６０

一
番
多
く
、
性
別
は
半
々
く
ら
い
、
職
業

別
で
は
上
位
か
ら
主
婦
、
農
業
と
続
い
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
主
婦
の
関
心
が
高

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

広
報
紙
の
基
本
的
な
質
問
に
対
し
て
、

グ
ラ
フ
１
�
部
分
的
で
も
読
む
�
と
答
え

た
方
が
全
員
で
、
グ
ラ
フ
２
文
章
表
現
に

つ
い
て
は
、
半
数
近
く
の
方
が
、�
わ
か
り

や
す
い
�
ま
た
は
、�
ふ
つ
う
�
と
答
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
３
ペ
ー
ジ
数
（
平
均　
１８

ペ
ー
ジ
）、グ
ラ
フ
４
文
字
の
大
き
さ
に
つ

い
て
は
、�
ち
ょ
う
ど
よ
い
�
と
答
え
た
方

が
圧
倒
的
で
し
た
。

デ
ー
タ
で
見
る�

広
報
の
す
が
た�

デ
ー
タ
で
見
る�

広
報
の
す
が
た�

　
「
広
報
い
し
か
わ
」
な
ど
、
広
報
・
広
聴
業
務
の
今
後
の
方
向
性
、
あ

り
方
を
示
す
た
め
に
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
１
０
０
人
無
作
為
抽

出
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

人
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
貴
重
な
意
見
、
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

５１
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

広
報
い
し
か
わ
を
ど
の
く
ら
い
読
ん
で
い
ま
す
か
？

　

広
報
い
し
か
わ
の
ペ
ー
ジ
数
は
ど
う
で
す
か
？

　

広
報
い
し
か
わ
の
文
章
表
現
は
ど
う
で
す
か
？

　

広
報
い
し
か
わ
の
文
字
の
大
き
さ
は
ど
う
で
す
か
？

合計�

□わかり�
　にくい�

回
答
数
／
男�

回
答
率
／
男�

回
答
数
／
女�

回
答
率
／
女�

合
計�

回
答
率�

□ややわかり�
　にくい�

□ふつう�

□ほぼわかり�
　やすい�

□わかりやすい�

6

1

10
13 23

19.61% 25.49% 45.10%

1.96% 1 1.96%0 0.00%

0

1

7

17
24

13.73% 33.33% 47.06%

1.96% 3.92% 5.88%
2 3

0.00% 0 0.00%
0

0.00%

32 51

37.25% 62.75% 100.00%
合計�

□小さすぎる�

回
答
数
／
男�

回
答
率
／
男�

回
答
数
／
女�

回
答
率
／
女�

合
計�

回
答
率� 人・%

□やや小さい�

□ちょうどよい�

□やや大きい�

□大きすぎる�

20

3

1

0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%

1 21.96% 1.96% 3.92%

15
27

29.41% 52.94%

42

82.35%

5.88% 5.88% 11.76%
2% 6%

1 1.96% 0 0.00% 29.41% 1.96%

31
51

39.22% 60.78% 100.0%

合計�

□少なすぎる�

回
答
数
／
男�

回
答
率
／
男�

回
答
数
／
女�

回
答
率
／
女�

合
計�

回
答
率�

□やや少ない�

□ちょうどよい�

□やや多い�

□多すぎる�

16
29 45

31.37% 56.86% 88.24%

20

3

1 1
2

3.92%1.96% 1.96%

5.88% 1.96% 7.84%
1 4

31 51
100.00%39.22% 60.78%

0 0.00%

0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%

0 0.00% 0 0.00%

合計�

□あまり�
　読まない�

回
答
数
／
男�

回
答
率
／
男�

回
答
数
／
女�

回
答
率
／
女�

合
計�

回
答
率�

□部分的に�
　読む�
□半分くらい�
　読む�
□だいたい�
　読む�

□すべて�
　読む�

20

2

9

6 5 11

11.76% 9.80% 21.57%

19 28

17.65% 37.25% 54.90%

3.92% 6 811.76% 15.69%

31 51

39.22% 60.78% 100.0%

0

3
5.88% 1.96% 7.84%

1 4

0.00% 0 0.00% 0 0.00%

　すべて読む２１％、だいたい読む５５％、
半分くらい読む８％、部分的に読む１６％。
すべての人が、部分的にでも読んでい
ると答えています。

　やや多い４％、ちょうどよい８８％、
ややすくない８％と、ほとんどの人がち
ょうどよいと答えています。

　わかりやすい４７％、ほぼわかりやす
い６％、ふつう４５％、わかりにくい２％
と、ほとんどの人がわかりやすいと答
えています。

　やや大きい４％、ちょうどよい８２％、
やや小さい１２％、小さすぎる２％と、
ほどんどの人がちょうどよいと答えて
います。

ほ
と
ん
ど
の
人
が

読
ん
で
い
ま
す

▲北須川と桜並木

グラフ1グラフ3

グラフ2グラフ4
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月　

郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
・
国

１２

の
地
域
指
定
承
認

●
昭
和　

年
６２

１
月　

山
形
小
学
校
体
育
館
完
成

３
月　

都
市
計
画
・
用
途
地
域
お
よ
び
風
致
地
区

決
定

　
　
　

レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
に
バ
ン
ガ
ロ

ー
完
成

　

月　

第　

回
国
民
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

１０

５０
競
技
会
場
候
補
地
に
石
川
町
決
定

　
　
　

第
１
回
母
衣
畑
ま
つ
り
開
催

　
　
　

鳥
内
工
業
団
地
内
企
業
が
操
業
開
始

●
昭
和　

年
６３

２
月　

山
形
小
学
校
校
舎
完
成

４
月　

窓
口
業
務
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入

５
月　

沢
田
小
学
校
校
舎
完
成

８
月　

ア
メ
リ
カ
か
ら
初
の
外
国
青
年
英
語
助

教
師
サ
ビ
ノ
･
ジ
ェ
フ
ァ
リ
ー
さ
ん
来
町

　

月　

新
総
合
計
画
に
基
づ
く
第
二
次
基
本
計

１２

画
策
定

●
平
成
元
年

２
月　

町
消
防
団
・
日
本
消
防
協
会
最
高
栄
誉
賞

受
賞

３
月　

中
谷
第
一
小
学
校
校
舎
完
成

６
月　

西
部
工
業
団
地
完
成

８
月　

ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円
･
石
（
鉱
物
）
を

活
か
し
た
町
づ
く
り
・
国
際
交
流
に
よ
る

人
づ
く
り
に
決
定

９
月　

町
民
野
球
場
に
夜
間
照
明
完
成

●
平
成
２
年

３
月　

南
山
形
小
学
校
校
舎
完
成

７
月　

第
１
回
石
川
町
国
際
交
流
事
業
ア
メ
リ

カ
研
修

　

月　

有
賀
博
町
長
死
去
に
伴
う
合
同
葬

１０
　
　
　

石
川
警
察
署
移
転
改
築

　

月　

石
川
公
追
遠
４
０
０
年
記
念
式
典

１１
　
　
　

ふ
く
し
ま
駅
伝
に
初
出
場
・
町
村
の
部　
１１

位
と
健
闘

●
平
成
３
年

１
月　

石
川
小
学
校
が
合
奏
で
日
本
一

３
月　

中
谷
第
二
小
学
校
木
造
校
舎
完
成

４
月　

総
合
運
動
公
園
着
工
・
愛
称
「
ク
リ
ス
タ

ル
パ
ー
ク
・
石
川
」
に
決
定

６
月　

石
川
町
都
市
基
本
計
画
完
成

９
月　

県
内
初
の
５
人
の
女
性
消
防
団
員
が
誕

生

　

月　

石
川
町
総
合
体
育
館
着
工

１１

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
町
の
計
画

の
情
報
入
手
源
、
関
心
度
な
ど
つ
い
て
も

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
情
報
を
何
か
ら
入
手
し
て
い
る
か

と
い
う
と
、
広
報
い
し
か
わ
、
行
政
だ
よ

り
、
新
聞
（
マ
メ
新
聞
）
が
大
部
分
で
す
。

町
の
計
画
の
関
心
度
は
、
少
し
で
も
あ
る

と
答
え
た
人
が　

％
と
高
く
、
計
画
を
理

９８

解
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ほ
ぼ　

％
、

１０

あ
る
程
度　

％
、
少
し　

％
、
分
か
ら
な

４５

２８

い
が　

％
で
し
た
。

１４

　

ま
た
、
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で

す
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、　

％
の
人
が
桜

７８

並
木
と
答
え
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石

川
、
温
泉
郷
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
広
報
い
し
か
わ
な
ど
が

大
切
な
情
報
源
と
し
て
、
活
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
掲
載

し
て
い
る
、
各
コ
ー
ナ
ー
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ず
れ
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
多
種
多
様

な
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、「
楽
し
み
に
読
ん
で
い
る
」、「
継
続

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。し
か
し
、「
新
首
都
移
転
へ
Ｇ
Ｏ
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、「
身
近
に
感
じ

ら
れ
な
い
」
な
ど
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

関
心
が
薄
い
よ
う
で
す
。

後
、
掲
載
し
て
ほ
し
い
記
事
に
つ
い

て
は
、
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
、
役

立
つ
豆
知
識
、
町
外
で
活
躍
し
て
い
る
石

川
の
人
、
各
課
の
業
務
案
内
、
役
場
窓
口

の
取
り
扱
い
の
順
に
、
多
く
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

集
記
事
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
、

高
齢
福
祉
、
施
設
紹
介
、
保
健
医
療
、

生
涯
学
習
の
順
に
、
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。の

よ
う
な
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
貴
重

な
声
を
、
こ
れ
か
ら
の
「
広
報
い
し

か
わ
」
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
勢

伸
展
の
た
め
に
も
、
大
切
な
意
見
と
し
て

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を�

政
だ
よ
り
は
、
昭
和　

年　

月
か
ら

４９

１０

発
行
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
月
２
回

発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
緊
急
性

が
な
い
限
り
、
月
１
回
の
発
行
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
は
、
部
分
的
で

も
読
む
と
い
う
人
が　

％
、
あ
ま
り

８５

読
ま
な
い
と
い
う
人
が　

％
と
、
必
要
な

２２

情
報
を
得
る
た
め
に
は
、
大
切
な
情
報
源

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
、
平
成　

年　

月
に
、
町
の
ホ
ー

１１

１１

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
現
在
、
２
万

件
近
い
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
な

か
で
も
、
広
報
い
し
か
わ
、
行
政
だ
よ
り

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
計
画
に
関
心

　

％
の
人
が
あ
る

９８

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

デ
ー
タ
を
も
と
に

行
政
だ
よ
り
も

大
切
な
情
報
源
の
一
つ

▲５月・６月行われた町政懇談会のようす（外槙地区）

い今特こ

行アま
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●
平
成
４
年

３
月　

第
二
保
育
所
園
舎
完
成
（
移
転
）

　
　
　

沢
田
中
学
校
の
新
校
舎
完
成

７
月　

第　

国
民
体
育
大
会
（
ふ
く
し
ま
国
体
）

５０
開
催
決
定

　

月　

石
川
町
総
合
防
災
訓
練
実
施

１０
　
　
　

学
法
石
川
高
校
が
創
立
百
周
年

　
　
　

中
学
校
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
ス
タ
ー
ト

●
平
成
５
年

２
月　

石
川
町
第
３
次
総
合
計
画
策
定

　
　
　

沢
田
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
完
成

３
月　

名
誉
町
民
・
故
渋
谷
直
蔵
氏
の
銅
像
を
建

立

　
　
　

石
川
町
総
合
体
育
館
完
成

８
月　

石
川
町
総
合
体
育
館
使
用
開
始

　
　
　

※
戦
後
最
大
の
冷
害
・
米
を
は
じ
め
農
作

物
の
被
害
大

●
平
成
６
年

３
月　

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川
に
多
目
的
広

場
が
完
成

４
月　

石
川
郡
古
殿
町
が
誕
生

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
く
ら
荘
」

開
設

８
月　

第　

回
国
民
体
育
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大

５０
会
（
教
職
員
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
開
催
）

９
月　

石
川
中
学
校
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ウ
エ

ス
ト
ウ
ォ
ー
ル
ゼ
ン
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

と
姉
妹
校
締
結

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　

月　

統
一
街
路
灯
設
置

１０
　

月　

石
川
中
学
校
が
全
国
駅
伝
大
会
で
第
３

１２

位
入
賞

　
　
　

※
戦
後
最
大
の
猛
暑

●
平
成
７
年

３
月　

県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門
校
石
川
分
校

が
閉
校

　
　
　

ク
リ
ス
タ
ル
広
場
が
完
成

４
月　

石
川
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
物
が
県
の
天

然
記
念
物
に
指
定

　

月　

第　

回
国
民
体
育
大
会

１０

５０

　
　
　

世
界
の
水
晶
展
開
催
（　

月
ま
で
）

１１

　

月　

町
合
併　

周
年
記
念
式
典

１１

４０

　
　
　

※
阪
神
淡
路
大
震
災

　
　
　

東
京
サ
リ
ン
事
件

　
　
　

皇
族
初
来
町
・
高
円
宮
夫
妻
団
体
競
技
観

戦

●
平
成
８
年

１
月　

東
京
都
荒
川
区
と
「
非
常
災
害
時
等
の
相

互
応
援
協
定
」
を
締
結

　

広
報
紙
を
つ
く
る
こ
と
は
大
変
な
作
業

と
思
い
ま
し
た
。
将
来
は
、
美
容
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大竹　麻美さん
（中田字中野）
中谷第二小学校６年

大竹　麻美さん
（中田字中野）
中谷第二小学校６年

瀬谷　浩貴さん
（中田字内出）
中谷第二小学校６年

　

み
ん
な
の
前
で
の
取
材
は
恥
ず
か
し
か

っ
た
で
す
。
将
来
は
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

で
、
野
球
を
し
た
い
夢
が
あ
り
ま
す
。

　

広
報
紙
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

何
よ
り
、
素
材
集
め
が
肝
心
で
す
。
そ
し
て
、
テ
ー
マ
を
決
め
、
ど
の
よ
う
に
企
画
、

立
案
す
る
か
、
わ
か
り
や
す
く
、
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
こ
で
、
取
材
、
原
稿
、
割
り
付
け
な
ど
、
完
成
す
る
ま
で
の
作
業
を
、
中
谷
第
二
小

学
校
の
瀬
谷
浩
貴
く
ん
、
大
竹
麻
美
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
石
川
小
学
校
前
の
今
出
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
た
、
ふ
な
っ
こ
ふ
る
さ
と
川

１６

づ
く
り
事
業
の
花
植
え
を
、
緊
張
し
な
が
ら
取
材
し
ま
し
た
。
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２
月　

新
し
尿
処
理
施
設
・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
と
集
会
場
完
成

３
月　

野
木
沢
小
屋
内
運
動
場
完
成

　
　
　

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
設
立

４
月　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　

南
町
の
親
水
公
園
の
名
称
「
あ
さ
ひ
公

園
」
に
決
定

７
月　

沢
田
地
区
簡
易
水
道
事
業
着
工

●
平
成
９
年

３
月　

中
谷
第
二
小
の
屋
内
運
動
場
が
完
成

８
月　
「
石
川
都
市
計
画
区
域
」
と
な
る
石
川
・

浅
川
・
玉
川
・
平
田
の
各
都
市
計
画
区
域

の
広
域
化

９
月　

総
合
防
災
訓
練
実
施

●
平
成　

年
１０

１
月　

首
都
機
能
移
転
先
「
北
東
」
な
ど
を
調
査

区
域
に
選
定

３
月　

石
川
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
屋
内

温
水
プ
ー
ル
」
が
完
成

４
月　

石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー
を
設
置

５
月　

レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
に
「
ラ
ジ
コ
ン

飛
行
場
」
完
成

８
月　

大
雨
災
害
・
初
の
対
策
本
部
を
設
置

●
平
成　

年
１１

７
月　
　

年
ぶ
り
に
農
業
委
員
選
挙

２７

　

月　

第
１
回
海
外
派
遣
事
業
「
女
性
の
翼
」

１１
　
　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

●
平
成　

年
１２

４
月　

介
護
保
険
ス
タ
ー
ト

　
　
　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
生
園

が
開
所

６
月　

余
裕
の
あ
る
教
室
を
利
用
し
て
児
童
ク

ラ
ブ
開
設

７
月　

初
の
物
産
市
を
開
催

８
月　

沢
田
中
学
校
プ
ー
ル
が
完
成

●
平
成　

年
１３

２
月　

主
要
地
方
道
い
わ
き
石
川
線
「
石
川
バ
イ

パ
ス
」
着
工

４
月　

第
４
次
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

　
　
　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行

５
月　

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
・
排
ガ
ス

高
度
処
理
施
設
完
成

６
月　

町
キ
ラ
ラ
大
使
を
委
嘱
（
小
泉
智
英
さ

ん
・
渡
邉
登
さ
ん
・
和
子
ウ
ィ
ル
ソ
ン
さ

ん
）

７
月　

う
つ
く
し
ま
未
来
博
開
幕
（
９
月
ま
で
）

８
月　

沢
田
地
区
簡
易
水
道
事
業
通
水

広
�報
�紙
�は
�ど
�の
�よ
�う
�に
�作
�る
�の
�？
�

こまめに
�

情報を収
集�

文章づく
りは�

大変でも
�

一番大切
�

写真をどこに�おこうかな？�

誤字・脱字
が�

ないかな
ど�

チェック
！�

完成�

今月の出
来ばえ�

はどうか
な�

ま
ず
は
取
材
�

レ
イ
ア
ウ
ト
を
�

作
る
�

原
稿
を
作
る
�

校
正
�
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「
公
民
館
だ
よ
り
」
と
し
て
、

昭
和　

年
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー

２７

ト
し
て
５
０
０
号
。　

年
間
の

４９

歴
代
担
当
者
の
努
力
と
継
続
に

敬
意
を
表
す
る
と
共
に
「
お
め

で
と
う
」
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
館
報
い
し
か
わ
」
と
い

っ
て
い
た
昭
和　

年
、
現
在
の

４６

地
区
公
民
館
が
「
分
館
」
の
こ

ろ
、
老
朽
の
分
館
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
の
中
で
、
沢
田
分
館
を

３
月
号
で
「
不
便
に
泣
く
地
域

住
民
〜
冬
期
間
、
す
き
間
風
で

気
も
そ
ぞ
ろ
〜
」
の
見
出
し
で

「
整
備
の
ま
た
れ
る
沢
田
分

館
」
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
で

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　
「
施
設
な
き
公
民
館
の
力
の

限
界
」
と
調
理
室
が
な
い
た
め
、

便
所
わ
き
の
廊
下
の
流
し
場
を

利
用
し
て
調
理
実
習
し
て
い
る

写
真
ま
で
掲
載
。
い
わ
ば
町
の

広
報
紙
が
分
館
整
備
お
く
れ
の

町
政
を
内
部
か
ら
批
判
し
た
形

と
な
り
、
一
般
商
業
紙
の
マ
ス

コ
ミ
は
「
職
員
の
造
反
」
と
書

き
た
て
、
当
時
の
町
長
の
逆
鱗

に
ふ
れ
、
以
後
、
町
長
が
発
行

前
に
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
は
一
種
の「
検
閲
」だ

と
抗
議
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
広
報
紙
だ
か
ら
限
界
は

あ
る
が
、
広
報
紙
は
町
長
の
Ｐ

Ｒ
紙
で
は
な
く
、
広
報
の
主
人

公
は
あ
く
ま
で
も
「
町
民
」
で

あ
る
こ
と
に
、
昔
も
今
も
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
広

報
担
当
者
の
気
概
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
公

民
館
分
館
は
順
次
、
改
築
が
早

ま
る
こ
と
に
…
。

広
報
の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

　

広
報
い
し
か
わ
５
０
０
号
お

め
で
と
う
。
昭
和　

年
代
の
当

４０

初
の
こ
ろ
（
公
民
館
報
時
代
）

担
当
職
員
と
頭
を
つ
き
合
わ
せ

て
紙
面
づ
く
り
を
し
た
こ
と
が

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
担
当
者
の
努
力
が

実
っ
て
、
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
４
回
の
特
選
は
内
容
が
充
実

し
た
証
で
あ
っ
て
嬉
し
い
限
り

で
す
。
現
在
の
広
報
は
カ
ラ
ー

写
真
で
内
容
も
子
ど
も
か
ら
老

人
ま
で
を
対
象
と
し
て
見
事
に

完
成
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
（
行
政
）
が
発
行
す
る

広
報
に
は
限
り
が
あ
り
、
そ
の

中
で
総
て
の
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
の
は
難
し
く
、
各
月
ご

と
に
関
心
の
テ
ー
マ
を
設
け
て

特
集
を
組
み
、
読
者
を
特
定
し

て
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
で
考

え
て
い
る
計
画
や
事
業
な
ど
の

素
案
を
公
表
し
、
原
案
の
段
階

か
ら
町
民
の
意
見
や
要
望
を
取

り
入
れ
、
そ
の
計
画
を
理
解
し

て
も
ら
う
と
共
に
住
民
参
加
で

計
画
を
練
り
上
げ
る
よ
う
に
、

町
民
と
行
政
の
ふ
れ
あ
い
紙
と

し
て
活
用
す
る
の
も
面
白
い
と

思
う
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
東
京
都
（
６
月
号
）
を

読
む
機
会
が
あ
っ
た
が
、「
東
京

外
か
く
環
状
道
路
計
画
の
た
た

き
台
を
つ
く
り
ま
し
た
」「　

世
２１

紀
の
首
都
像
・
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
」
と
素

案
を
広
報
し
、
は
が
き
や
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
意
見
や

意
向
を
聞
き
反
映
さ
せ
る
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
広
報
を
身

近
に
感
じ
さ
せ
る
住
民
参
加
の

ア
イ
デ
ア
で
す
。

町
民
と
の
ふ
れ
あ
い
紙
に

昭和５３年から筆を持ちはじ
め、今年２３年目。現在３，５００部
発行。

加藤 健さん（南町）

町民ニュース社主筆

■プロフィール

昭和４１年から筆を持ちはじ
め、今年で３５年目。現在２，１００
部発行。

曽根 文彦さん（下泉）

夕刊いしかわ新聞社社長

■プロフィール

�の広報紙を�
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町民が主役�

　

地
方
自
治
体
の
広
報
紙
は
住

民
の
意
見
、
要
望
を
取
り
入
れ
、

行
政
と
住
民
が
対
等
な
立
場
で

意
見
を
交
わ
す
場
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
が
自
由
に
提
言
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
行
政
は
責

任
を
も
っ
て
答
え
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
議
論
の
結
果
が
施

策
に
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
、
さ

れ
な
か
っ
た
か
は
期
限
を
付
け

て
必
ず
載
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
事
業
の
是
非
を
住
民
に

問
い
か
け
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

記
事
は
原
則
署
名
と
し
ま
す
。

　

あ
る
共
通
の
問
題
を
住
民
と

行
政
が
相
方
向
か
ら
論
じ
合
う

こ
と
で
、
両
者
が
責
任
意
識
や

リ
ス
ク
を
共
有
し
、
手
を
携
え

て
地
域
の
将
来
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。
広
報
紙
は
民
主
主
義

と
地
方
自
治
を
発
展
さ
せ
る
有

力
な
武
器
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
紙
面
の
魅
力
を
高
め

る
努
力
が
大
切
。
隣
組
か
ら
回

っ
て
く
る
と
、
さ
っ
と
目
は
通

す
が
、
部
屋
の
片
隅
に
何
と
な

く
積
ま
れ
た
ま
ま
で
は
…
。
た

と
え
ば
、
読
ま
せ
る
連
載
企
画

や
文
芸
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、

雑
誌
と
し
て
の
お
も
し
ろ
み
を

も
っ
と
強
く
打
ち
出
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
要
望
を
ひ
と
つ
。
石

川
町
の
広
報
紙
は
内
容
、
構
成

と
も
よ
く
練
ら
れ
、
編
集
者
の

意
気
込
み
を
感
じ
る
が
、
若
干

弱
い
と
感
じ
る
の
が
教
育
、
文

化
の
記
事
で
す
。
教
育
行
政
、

生
涯
学
習
の
情
報
は
町
民
の
関

心
が
高
い
は
ず
で
す
。
公
民
館

の
事
業
な
ど
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

住
民
と
対
話
の
場
に

　

石
川
町
広
報
発
行
５
０
０
号

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎

年
、
県
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
だ

け
あ
っ
て
、
写
真
、
構
成
、
レ

イ
ア
ウ
ト
、
原
稿
と
も
素
晴
ら

し
い
広
報
紙
に
仕
上
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
毎
回
、
私
も

楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
広
報
紙
の
最
初
の
ペ
ー

ジ
は
ほ
ぼ
行
政
物
。
新
聞
に
も

言
え
る
こ
と
で
す
が
、
町
の
指

針
や
条
例
改
正
な
ど
町
民
に
直

接
関
わ
り
の
あ
る
も
の
だ
け
に
、

難
し
い
言
葉
は
あ
ま
り
多
用
し

た
く
な
い
で
す
ね
。

　

中
面
の
町
ネ
タ
。
写
真
を
多

く
活
用
す
る
こ
と
で
町
民
の
注

目
率
も
上
が
る
で
し
ょ
う
。
ア

ッ
プ
を
織
り
交
ぜ
る
な
ど
変
化

が
あ
れ
ば
楽
し
い
紙
面
に
な
る

で
し
ょ
う
。
企
画
も
あ
ん
ま
り

マ
ン
ネ
リ
し
な
い
ほ
う
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

世
紀
、
こ
れ
か
ら
の
広
報

２１
の
あ
り
方
と
い
う
難
し
い
テ
ー

マ
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
が
、
今
後
、
ま
す
ま
す

「
情
報
化
社
会
」
が
進
む
中
、

行
政
と
住
民
を
結
ぶ
広
報
の
役

割
も
大
き
く
な
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。
行
政
か
ら
の
一
方
的
な

情
報
発
信
で
は
な
く
、
町
民
広

報
委
員
、
小
学
生
広
報
委
員
な

ど
住
民
と
の
相
互
情
報
を
共
有

で
き
る
広
報
紙
が
あ
れ
ば
注
目

率
も
上
が
る
で
し
ょ
う
。
今
後
、

も
っ
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
広

報
紙
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

行
政
と
町
民
の
架
け
橋
の
広
報
に

平成９年４月に赴任して、今年
で５年目。石川フィルハーモニッ
クでチェロを務める音楽家です。

鞍田 炎さん（高田）

福島民報社石川支局長

■プロフィール

平成１１年４月に赴任して、今
年で３年目。どんな種目もこな
すスポーツマンです。

本田 伸二さん（双里字谷津前）

福島民友新聞社石川支局長

■プロフィール
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生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水水水水水水水水水水水
を
安安安安安安安安安安安
定定定定定定定定定定定
供供供供供供供供供供供
給給給給給給給給給給給
し
ま
す

FEATURE　ARTICLESFEATURE　ARTICLES集�特�

　

沢
田
地
区
で
は
、
長
年
飲
料
水
と

し
て
使
用
し
て
い
る
地
下
水
が
近

年
生
活
雑
排
水
や
化
学
肥
料
な
ど

に
よ
っ
て
汚
染
が
進
行
し
て
い
た

た
め
、
平
成
４
年
に
地
域
住
民
が
水

道
整
備
を
陳
情
。

　

町
で
は
、
簡
易
水
道
の
給
水
を
検

討
し
、
地
下
水
に
よ
る
水
源
が
確
保

で
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
８
年
３
月

に
厚
生
労
働
省
の
事
業
認
可
を
受

け
、
国
の
補
助
事
業
と
し
て
、
沢
田

地
区
の
全
域
と
王
子
平
地
区
の
一

部
を
給
水
区
域
と
す
る
簡
易
水
道

の
整
備
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
５
年
余
り
を
費
や
し

て
、
総
事
業
費　

億
２
千
４
百　

万

２７

６０

円
の
巨
費
を
投
じ
な
が
ら
、
導
・
配

水
管
約　

�
、
消
火
栓　

基
の
ほ
か
、

５４

３２

取
水
・
浄
水
・
配
水
等
の
施
設
建
設

な
ら
び
に
機
械
・
電
気
計
装
設
備
、

さ
ら
に
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
と

し
て
浄
水
場
施
設
内
か
ら
の
排
出

水
を
処
理
す
る
沈
殿
施
設
を
備
え
、

一
日
当
り
の
最
大
給
水
量
は
６
６

０
�
で
、
地
域
住
民
の
期
待
に
十
分

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
赤
羽
字
長
原
地
内
の

浄
水
場
で
、
沢
田
地
区
簡
易
水
道
事

業
通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
、
地
権
者
な
ど
約
１
０
０

人
が
出
席
。
は
じ
め
に
神
事
が
執
り

行
わ
れ
、
西
牧
立
博
石
川
町
長
、
荒

井
広
幸
、
玄
葉
光
一
郎
両
衆
議
院
議

員
、
角
田
美
公
町
議
会
議
長
ら
９
人

が
、
玉
串
を
奉
げ
ま
し
た
。

　

通
水
式
で
は
、
町
水
道
事
業
所
長

が
経
過
を
報
告
し
た
後
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、
く
す
玉
開
被
を
、
西
牧
町
長

ら　

人
が
行
い
ま
し
た
。

１３

　

ま
た
、
西
牧
町
長
と
吉
田
利
昭
沢

田
地
区
簡
易
水
道
事
業
推
進
協
力

会
会
長
が
記
念
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

て
通
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
最
大
給
水
量

６
６
０ 
m 

３

　

沢
田
地
区
簡
易
水
道
は
、
沢
田
・
王
子
平
地
区
民
の
水
道
整
備
の

要
望
に
よ
り
、
平
成
８
年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の
５
ヶ
年
を
か
け
て

１２

配
水
管
、
お
よ
び
施
設
な
ど
を
整
備
し
、
１
日
当
り
最
大
給
水
量
６

６
０ 
m 
で
、
地
域
住
民
の
期
待
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

３

う
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

沢
田
地
区
簡
易
水
道
事
業　
８
月
１
日　
通
水

８
月
１
日　

通
水
式
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現
在
の
石
川
町
の
水
道
料
金
は
、

水
道
事
業
の
安
定
し
た
経
営
を
図

る
た
め
、
長
期
的
な
経
営
計
画
に
基

づ
い
て
検
討
し
、
町
議
会
の
議
決
に

よ
っ
て
平
成
９
年
に
改
正
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
に
関
し
、
地
方

財
政
法
で
は
上
水
道
・
簡
易
水
道
と

も
に
独
立
採
算
制
が
基
本
原
則
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
事
業
の
施
設

建
設
や
維
持
管
理
な
ど
の
経
営
費

は
、
水
道
を
使
用
し
て
い
る
使
用
者

が
負
担
す
る
水
道
料
金
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

沢
田
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
水

道
料
金
は
、
石
川
町
水
道
事
業
と
の

格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
【
地
方
財
政
法
】
地
方
財
政
に
つ

い
て
、
そ
の
運
営
や
国
の
財
政
と
の

関
係
な
ど
に
関
す
る
基
本
原
則
を

定
め
た
法
律
。
１
９
４
８
年
（
昭
和

　

）
公
布
。

２３

２階平面図�

●水道料金（１ヶ月・消費税５％含む）

●メーター使用料（１ヶ月・消費税５％含む）

水
道
料
金
は

超過料金超過水量基本料金基本水量内訳
種類

１９３円１�１,５６４円１０�家事用
２１２円１�２,３５２円１０�団体用
２１２円１�２,９７７円２０�営業用
１７４円１�１１,７１４円２００�湯屋用
１７４円１�１８,７７４円１００�工業用
９００円１�５,４０６円１０�観賞用

１�６２５円１�臨時用

料　金口径別料　金口径別
９１３円４０�２１２円１３�
３,５５４円５０�４２５円２０�
４,７１８円７５�４２５円２５�

５８８円３０�

１階平面図�

地下１階平面図�

　近年は、地下水の位置が、５ｍほど下がってい
る状態で、地域の皆さんは、待望の水道を引くこ
とができ、安心していると思います。
　今までは、限りある井戸水を上手に使って、生
活している人が大半でした。時には風呂にも十分
に入れず、隣村の温泉に入りに行くこともありま
した。
　これからは、草木に水を十分与えるなど、水質、
日常生活においても不安が解消されました。
　しかし、限りある資源です。井戸水と一緒に大
切に使っていきたいと思います。

限りある資源を大切に

山口　憲祥さん
（沢井）

▲沢田児童館の子どもたち
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●
ス
ト
ー
ブ
・
レ
ン
ジ

　

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

　

ガ
ス
湯
沸
器

　

自
転
車

　

１
台
に
つ
き　
　
　

５
０
０
円

●
小
型

（
１
辺
の
長
さ
が　

㎝
を
超
え
１

６０

ｍ
以
下
の
も
の
又
は
、重
さ　

㎏
を

１０

超
え
、　

㎏
以
下
の
も
の
）

２０

　

１
個
に
つ
き　
　
　

５
０
０
円

●
大
型

（
１
辺
の
長
さ
が
１
ｍ
を
超
え
２

ｍ
以
下
の
も
の
又
は
、重
さ　

㎏
を

２０

超
え
、　

㎏
以
下
の
も
の
）

６０

　

１
個
に
つ
き　

１
、
０
０
０
円

戸
別
収
集
の
対
象

粗
大
ご
み（
不
燃
）と

料
金

ど
の
よ
う
に

申
し
込
む
の
か

ま
た
、
料
金
の
納
入
は
？

①
戸
別
収
集
を
依
頼
し
た
い
不
燃

の
粗
大
ご
み
が
あ
る
場
合
は
、
町
民

生
活
課
（
環
境
対
策
室
）
で
「
粗
大

ご
み
の
戸
別
収
集
申
込
書
」
に
よ
り

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
粗
大
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、
手
数

料
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
手
数
料
納
入
時
に
「
粗
大
ご
み
戸

別
収
集
券
」
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
の
見
や
す
い
と
こ
ろ

に
「
粗
大
ご
み
戸
別
収
集
券
」
を
貼

り
、
収
集
運
搬
指
定
日
に
、
自
宅
の

　

毎
月
１
日
か
ら　

日
（
土
日
、
祝

２０

祭
日
を
除
く
）
ま
で
に
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
あ
っ
た
も
の
は
、
そ

の
月
の　

日
か
ら
月
末
の
間
に
業

２５

者
に
よ
り
、
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

（
収
集
日
は
連
絡
し
ま
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

�　

―
９
１
２
２

２６

で
き
る
だ
け
運
び
や
す
い
場
所
に

置
い
て
く
だ
さ
い
。

　

注
）
粗
大
ご
み
戸
別
収
集
券
を
貼

っ
て
い
な
い
粗
大
ご
み
は
、
収
集
し

ま
せ
ん
。

粗
大
ご
み
を
ど
の
よ
う
に

引
き
渡
す
の
か

申
し
込
み
期
間
、

お
よ
び
収
集
運
搬
日

　

現
在
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
不
燃
の
粗
大
ご
み
は
、
石
川
町
不
燃
物
埋
立
地
へ
直

接
搬
入
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
、
粗
大
ご
み
（
不
燃
）

１３

１０

の
戸
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
不
燃
の
粗
大
ご
み
戸
別
収
集
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
有
料
に
よ
り
回
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
今
ま
で
ど
お
り
石
川
町
不
燃
物
埋
立
地
へ
直
接
自
己
搬
入

さ
れ
る
場
合
は
、
無
料
で
す
。

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
がががががががががががががががががががががががががががががががが
スススススススススススススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

戸
別
収
集
が
ス
タ
ー
ト

今年１０月１日か
ら

粗
ゴ
大
ミ

（不　燃）

FEATURE　ARTICLESFEATURE　ARTICLES集�特�
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対象となる不燃粗大ごみ

１台につき

500 円

●ストーブ、レンジ、ガス
テーブル、ガス湯沸器、
自転車

１個につき

500 円

●小　型
１辺の長さが６０㎝ を超え、１ｍ
以下のものまたは、重さ１０㎏ を
超え、２０㎏以下のもの

１個につき

1,000 円

●大　型
１辺の長さが１ｍを超え、２ｍ
以下のものまたは、重さ２０㎏ を
超え、６０㎏以下のもの

粗 大ゴミの 処 理につ い て�
（平成１３年１０月１日から）�

①　　　役　　場�
・粗大ごみ戸別収集申込書�
　（毎月１日～２０日）�
・料金の納付�
・粗大ごみ戸別収集券交付�

②　粗大ごみ（排出者）�
・粗大ごみ戸別収集券貼付�
・自宅の業者が運びやすいところに置く�

収集運搬業者�

自己搬入（無料）� 不燃物埋立地�排出者�

排出者�

業者へ連絡�

収集日の連絡�

毎月２５日～�
月末まで�
収集運搬�

申込み�

戸別収集券交付�

④�

③�

石
川
地
方
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

粗
大
ご
み
処
理
施
設
建
設

合
同
で
安
全
を
祈
願

　

７
月
９
日
、
山
形
字
大
下
地
内

の
現
地
で
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
建
設
工

事
の
合
同
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
石
川
地
方
（
５

町
村
）
で
構
成
し
て
い
る
、
石
川

地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
で
運

営
す
る
も
の
で
、
平
成　

年
秋
の

１４

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
、
粗
大

ご
み
処
理
施
設
は
、
完
成
後　

年
１５

間
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、
不
燃

ご
み
、
破
砕
残
渣
、
焼
却
残
渣
が

埋
め
立
て
ら
れ
、
浸
出
水
処
理
施

設
な
ど
最
新
の
技
術
で
、
安
全
な

施
設
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
粗
大
ご
み
施
設
は
、
１
日

　

ｔ
の
処
理
能
力
を
持
ち
ま
す
。

２４

▲鍬入れをする西牧立博町長▲鍬入れをする西牧立博町長
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�
早
く
行
か
な
き
ゃ
��
も
っ
と
行
か
な
き
ゃ
�
う
つ
く
し
ま
未
来
博
今
月
閉
幕�

いしかわぐんヨサコイ踊り隊�

　７月３１日、石川地方催事の３日目は、
「よさこい踊り」を披露しました。
　石川管内から１８０人が参加して、お
そろいのハッピをまとい、軽快なリ
ズムで踊っていました。

ドラゴンコースター�

　真っ赤なドラ
ゴンがコーナー
を素早く走り抜
ける、迫力いっ
ぱいのミニコー
スター。
（４００円）

ミキサー�

　乗り物が複雑な回転をして、乗
客はまるで無重力空間を遊泳する
かのような不思議な体験ができる
スリル満点のマシン。（４００円）

大地のレストラン�

　霧の谷の花畑を眺めながら、ステーキ
やピザ、カレーなど、世界の名物料理を
堪能できます。また、地元の料理を楽し
める「ふるさとレストラン」もあります。

森のレストラン�

　喜多方ラーメン、手打ちそばをは
じめ、福島県の自慢料理を存分に味
わうことができます。

ワールドグルメ�
　　　 レストラン�

　韓国や中国、カナダ、
ニュージーランド、ト
ルコ、インドネシアな
ど、世界各地の多彩な
おいしさを楽しめます。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ａ
〜
歌
姫
〜
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｖ
ａ
ｌ
が
開
か
れ
、
９
月　

日
（
火
）
に
西
田
ひ
か
る
、

１８

９
月　

日
（
水
）
に
Ｋ
ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
が
登
場
。
ま
た
９
月　

１９

２０

日
（
木
）・　

日
（
金
）
は
吉
本
興
業
の
宮
川
大
助
・
花
子

２１

が
登
場
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
連
日
登
場
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森の学校�

　炭焼き、陶芸、絵手紙などの体験
が日替わりで行われています。また、
森のネーチャーツアーでは、ガイド
と一緒に森の中を散歩するネイチャ
ーツアーが行われています。

　メインシアターでは、大型３Ｄ映像や立体
音響、特殊演出を駆使して地球誕生の壮大な
物語を上映。特に１２０秒で地球の歴史を駆け抜
けるＣＧ映像は圧巻。

水の惑星 ジ・アース�

　昆虫王国・ふくしま。出会うものすべてが
巨大化された、あっ！と驚きの昆虫の世界で
は自分自身がまるで昆虫にでもなったような
気分で体験できます。

なぜだろうのミュージアム�

１　明日を担う人づくりのために
（１）生涯学習の充実
　町民一人ひとりの学習ニーズや学習課題に応じて、
「いつでも、どこでも、だれでも」自由に学ぶこと
ができるよう、学習機会の拡充と学習環境の整備に
努めると共に、学習の成果が地域の活性化やまちづ
くりにつながる取り組みを推進していきます。
（２）青少年の健全育成
心身共に健全な青少年を育成するために、学校教育・
社会教育・家庭教育においてそれぞれに機能の強化
を図り、家庭・学校・地域・行政が一体となった環
境づくりに努めます。
（３）学校教育の充実
 幼児教育 －幼児が望ましい環境の中で、心身とも

に健やかに育成されるよう幼稚園教育の充実を図る
と共に、家庭や地域の育成機能の向上と相互連携を
推進し、望ましい教育環境づくりをめざします。
 義務教育 －完全学校週５日制のもとで、各学校がゆ
とりの中で特色ある教育を展開し、児童生徒に豊か
な人間性や基礎・基本を身につけ、個性を活かし、
自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を育むこ
とを基本的なねらいとして、歴史文化などの地域の
特性に児童生徒が主体的に関わっていける学校教育
の推進をめざします。
 高等学校教育 －学習需要の高度化や多様化に対応
した教育環境の整備や、地域の実情に即した中高連
携教育への取り組みなど特色ある高等学校教育の推
進を働きかけていきます。

基本計画　　　第１章　心豊かに学ぶ力をつなぐまち（教育・文化）その①

石 川 町 第 ４ 次 総 合 計 画 パ ー ト ④ �

人・自然が融け合う あぶくま高原都市�

石都祭盛会・みこしの競演�

　７月２８日、石川秋まつりの風物
詩、石都祭盛会による「みこしの
競演」が披露されました。
　新町、北町の神輿は、担ぎ手の
威勢のよい掛け声とともに、未来
博の会場を盛り上げていました。

石川祭囃子保存会�

　７月２８日、石川祭囃子保存会による、祭囃
子が披露されました。
　石川地方の初日ともあって、大勢の観衆が
つめかける中、勇壮な太鼓の音色がこだまし、
神輿の盛り上げに一役かっていました。

石川町のブース�

　９０市町村ふれあいパーク、石川地方・須賀川市の
催事が７月２８日～８月３日まで開かれました。
　石川町のブースでは、鉱物の展示をはじめ、特産
品、キララちゃんのぬいぐるみ、キーホルダーの販
売が行われ、訪れる人々を楽しませていました。
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川を生きかえらせるために�
私たちができることは、たくさんあります�

１�
工夫�

その�
食べ残しのないように調理量を考えましょう。�

植木などにまきまし
ょう。�

お米のとぎ汁�

庭へ埋めたり、たい
肥にしましょう。�

調理くず・生ゴミ�

飲み残さないように
しましょう。�

お酒・ビール�

必要以上に使わない
ようにしましょう。
残ったときは新聞紙
などに吸わせましょ
う。�

しょう油・汁物�
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文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

子
ど
も
を
不
幸
に
し
た
い
な
ら
、

何
で
も
買
っ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。

　
２８

　

安
易
に
モ
ノ
を
買
い
与
え
過
ぎ
る
と
、

子
ど
も
は
欲
し
い
モ
ノ
を
手
に
入
れ
る

た
め
に
努
力
し
た
り
、
我
慢
し
た
り
、

工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
や
た
ら
と
モ
ノ
を

欲
し
が
り
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ね
だ
ら
れ
て
も
必
要
以
上
の
モ
ノ
を

買
い
与
え
な
い
こ
と
。
小
遣
い
は
多
す

ぎ
ず
決
ま
っ
た
額
の
中
で
、
自
分
で
や

り
く
り
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
た
め
を
思
う
な
ら
、
お
金

よ
り
、
心
や
愛
情
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
し
つ
け
が

子
ど
も
へ
の

最
大
限
の
贈
り
物
か
も

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

し
つ
け
―
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未
来
博
は
残
す
と
こ
ろ
一
か
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
町
民
の
方
が
見
に

行
き
、
そ
し
て
出
演
し
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

中
田
区
の
み
な
さ
ん
が
八
月
二
日
の
夕
べ
、「
さ
さ
ら
」
を
踊
り
、
好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
「
中
田
の
さ
さ
ら
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

町
指
定
無
形
文
化
財
�
中
田
の
さ
さ
ら
�

　

中
田
で
は
二
百
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
年

春
と
秋
（
現
在
は
秋
だ
け
）
八
又
に
あ

る
八
坂
神
社
と
湯
殿
神
社
に
五
穀
豊
穣
、

村
内
安
全
、 
疾
病 退
散
を
祈
っ
て
七
つ

し
っ
ぺ
い

の
集
落
が
順
番
で
、
踊
り
（
さ
さ
ら
）

を
奉
納
し
て
き
ま
し
た
。「
さ
さ
ら
」
と

い
う
名
は
、
踊
る
人
が
持
つ
竹
の
先
を

割
っ
た
も
の
が
、
動
く
と
さ
ら
さ
ら
と

音
が
す
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

町
指
定
の
無
形
文
化
財
に
は
、
中
田

の
さ
さ
ら
の
外
、
北
山
・
湯
郷
渡
・
上

母
畑
の
さ
さ
ら
、
下
母
畑
の
熊
野
講
、

上
母
畑
の 
白
鍬 
踊
り
が
あ
り
ま
す
が
、

し
ら
く
わ

現
在
で
は
踊
る
人
が
い
な
い
な
ど
の
理

由
で
、
中
田
区
と
谷
地
区
（
獅
子
舞
）

し
か
神
社
に
奉
納
し
て
い
ま
せ
ん
。

五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
っ
て

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

中
田
の
さ
さ
ら
に
は
①
三
匹
獅
子
舞

②
四
方
固
め
③
前
差
し 
神
楽 
④
あ
ば
れ

か
ぐ
ら

神
楽
⑤
鈴
の
役
が
あ
り
、
余
興
と
し
て

白
鍬
踊
り
の
外
四
種
目
が
あ
り
ま
す
。

白
鍬
踊
り
は
県
内
の
も
の
と
少
し
違
っ

て
い
ま
す
。

　

初
め
に
踊
る
三
匹
獅
子
は
、
十
歳
か

ら
十
三
歳
ま
で
の
三
人
の
少
年
が
踊
り

ま
す
。
頭
に
は
獅
子
頭
、
浴
衣
に 
袴 
。

は
か
ま

白
足
袋
、
わ
ら
じ
を
履
き
、
腹
部
に
は

太
鼓
。
少
年
の
前
後
に
は
「 
笠
鉾 
」
役

か
さ
ほ
こ

が
付
き
、
笛
や
太
鼓
、
歌
に
合
わ
せ
一

緒
に
踊
り
ま
す
。
村
民
の
喜
び
、
悲
し

み
、
怒
り
、
笑
い
を
表
わ
し
、
見
事
で

す
。
中
田
区
に
と
っ
て
過
疎
の
進
む
な

か
、
伝
統
の
さ
さ
ら
を
い
か
に
伝
承
す

る
か
が
課
題
で
す
。

三
匹
獅
子
な
ど
数
種
の
踊
り

　

こ
の
ほ
ど
中
田
区
で
は
、
継
続

を
願
っ
て
「
中
田
の
さ
さ
ら
」
を

冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
年
は

九
月
十
五
日
の
午
前
九
時
か
ら
、

二
社
に
さ
さ
ら
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

小
豆
畑
さ
ん
は
、
明
治　

年
７
月
８
日
生
ま
れ
の
１
０
３

３１

歳
で
す
。

　

出
身
は
新
町
で
結
婚
と
と
も
に
大
阪
で
、
永
年
生
活
し
、

戦
後
帰
郷
し
現
在
の
猫
啼
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

一
貫
と
し
て
、
何
事
に
も
自
分
自
身
に
打
ち
克
つ
こ
と
を

人
生
訓
に
、
一
生
懸
命
に
努
力
す
る
頑
張
り
や
で
も
あ
り
ま

す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
新
聞
（
特
に
一
面
記
事
）
に
よ
く
目
を
通

し
、
ほ
か
に
健
康
に
関
す
る
雑
誌
を
好
ん
で
よ
く
読
み
、
そ

れ
を
即
、
日
常
生
活
・
食
生
活
に
取
り
入
れ
る
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
最
近
は
静
か
に
眠
る
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
家
族
は
一
男
三
女
、
孫
五
人
、
曾
孫
三
人
で
す
。

　

座
右
の
銘
＝
克
己
心
・
感
謝
の
心

　

写
真
＝
７
月
８
日
の
誕
生
日
に
、
西
牧
立
博
町
長
、
瀬
谷

京
子
助
役
が
自
宅
を
訪
ね
、
ケ
ー
キ
と
花
か
ご
を
贈
り
ま
し

た
。

最高年齢者の小豆畑ツエさ
ん １０３歳に
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

７
月　

日
、
塩
ノ
平
の
国
道
１
１
８

２４

号
線
沿
い
で
、
テ
ン
ト
村
作
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
と
し
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
す
る
も
の
で
、
運
動
の
初

日
は
、
町
の
交
通
安
全
団
体
な
ど
か
ら

約　

人
が
参
加
す
る
中
、
町
交
通
安
全

５０
対
策
協
議
会
長
の
西
牧
立
博
町
長
な
ど

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
石
川
警
察
署
隣
り
の
ひ

１４

ろ
ば
で
、
い
し
か
わ
物
産
市
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

今
年
で
２
年
目
の
物
産
市
。
定
着
し

て
き
た
催
し
と
あ
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
と

同
時
に
大
勢
の
買
い
物
客
が
訪
れ
、　
２０

数
軒
立
ち
並
ぶ
出
店
を
眺
め
て
歩
い
て

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
農
家
が
持
ち
寄
っ
た
自

慢
の
産
品
は
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
、
な
す
な
ど
市
価
よ
り
も
安

く
販
売
さ
れ
、
買
い
物
客
は
目
移
り
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
地
酒
、
お
菓
子
、

ど
じ
ょ
う
な
ど
珍
し
い
商
品
も
あ
り
、

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、　

月
ま
で
の
毎
月
第
２
、

１１

第
４
土
曜
日
の
午
前　

時
か
ら
定
期
的

１０

に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

花名＝よせ植え

２
年
目
の
�
物
産
市
�

　
　
　
　
　

月
ま
で
開
催
中

１１

�
テ
ン
ト
村
作
戦
�で

　

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止

　

参
加
者
は
道
路
わ
き
に
通
行
車
両
を

誘
導
し
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
、
運

転
手
に
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
啓
発
チ
ラ
シ
、
風
船
な
ど
を

手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
秋
の
全

２１

３０

国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け

て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
く
だ
さ
い
。
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７
月　

日
、
双
里
末
広
で
、
平
成　

２４

１３

年
度
町
消
防
団
永
年
勤
続
退
職
団
員
家

族
謝
恩
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

謝
恩
会
に
は
勤
続
５
年
以
上
の
団
員

　

人
と
家
族
が
出
席
し
、
西
牧
立
博
町

４０長
か
ら
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
、
永
瀬
謙

助
団
長
か
ら
も
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
退
職
団
員
を
代
表
し
て

高
木
正
仁
さ
ん
（
赤
羽
）
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
永
年
勤
続
退
職
団
員
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）

石
川
分
団
▼
矢
内
新
悟
、
佐
藤
孝
、
生
田
目
久
成
、

鈴
木
範
親
、
高
原
良
仁
、
大
島
重
太
郎
、
遠
藤
秀

俊
、
草
野
春
夫

中
谷
分
団
▼
芳
賀
正
光
、
矢
吹
正
美
、
草
野
清
一
、

深
谷
敏
彦
、
塩
田
清
美

山
橋
分
団
▼
橋
本
亀
、
小
豆
畑
信
、
小
湊
浩
安
、

遠
藤
幸
雄
、
小
松
浩
二
、
湯
澤
秋
男
、
添
田
清
勝

沢
田
分
団
▼
高
木
正
仁
、
近
藤
広
宣
、
久
和
直
喜
、

根
本
勝
利
、
長
谷
部
保
、
大
沼
勝
、
長
谷
部
修
一
、

郷
直
明
、
吉
田
清
貞

母
畑
分
団
▼
渡
辺
正
明
、
渡
辺
保
浩
、
添
田
嘉
清
、

蕪
木
徹
、
添
田
正
利

野
木
沢
分
団
▼
草
野
傳
明
、
笠
間
義
正
、
黒
川
正

幸
、
近
内
雄
一
、
草
野
正
光
、
大
野
祥
市

　

７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
町
内
各

２４

２９

地
を
会
場
に
、「
う
つ
く
し
ま
・
ふ
く
し

ま
世
界
青
年
の
村
ｉ
ｎ
い
し
か
わ
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
、
外
国
青
年
と
本
町
の
青
年
が
、

創
造
性
、
自
立
精
神
を
磨
き
、
国
際
的

視
野
に
立
っ
た
洞
察
力
を
持
つ
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
し
よ
う
と
県
、
町
、
青
少
年

団
体
な
ど
の
実
行
委
員
会
の
主
催
。

　

外
国
青
年
は　

日
か
ら
２
泊
３
日
で
、

２４

町
内
７
つ
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

た
あ
と
、　

日
に
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・

２６

石
川
の
石
の
ス
テ
ー
ジ
で
開
村
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
８
人
を
含
む
約　

人
が
参
加
し

６０

て
、
町
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
未

来
博
見
学
、
体
験
学
習
で
の
竹
細
工
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て
、
国
境

を
越
え
た
仲
間
づ
く
り
を
積
極
的
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
福
島
市
で
県
交
通
安
全

２１

子
ど
も
自
転
車
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

石
川
小
自
転
車
部
は
、
県
南
地
区
代
表

で
出
場
。
２
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
役
場
町
長
室
で
町
、
町

村
会
か
ら
激
励
金
を
贈
り
、
西
牧
立
博

町
長
が
励
ま
す
と
、
橋
本
直
之
部
長
は

「
昨
年
の
４
位
を
上
回
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
は
８
月
７
日
か
ら
８
日
、
東
京

都
の
自
転
車
会
館
、
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で

開
か
れ
、
初
日
の
学
科
テ
ス
ト
、
２
日

目
の
安
全
走
行
、
技
能
走
行
な
ど
を
行

い
、
９
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

参
加
児
童
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（　

）
内
は
保
護
名
。

橋
本
直
之
（
仁
一
）、
添
田
司
（
昌
直
）、

小
林
司
（
均
）、
廣
川
航
（
透
）、
金
内
秀

平
（
武
男
）、
和
知
成
元
（
守
男
）

�
永
年
消
防
退
職
団
員
�を

ね
ぎ
ら
う

石
川
小
自
転
車
�
全
国
９
位
�

県
内
・
外
国
青
年
と

　
　
　
　
　
　
�
国
際
交
流
�
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
京
セ
ラ
の
棚
倉
工
場
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
主
に
携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ

Ｓ
）
の
修
理
を
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

夏
な
の
で
、
海
に
よ
く
行
き
ま
す
。

で
も
泳
げ
な
い
の
で
す
…
。（
笑
）

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

い
つ
か
自
分
の
家
を
建
て
、
妻
と
子

ど
も
と
楽
し
い
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

　

う
つ
く
し
ま
未
来
博
が
開
催
さ
れ
、

渡
辺　

昌
寿
さ
ん（　

歳
）●
石
田

２２

大
変
賑
わ
っ
て
い
る
福
島
県
で
す
が
、

そ
の
賑
わ
い
に
負
け
な
い
「
活
気
あ
る

石
川
町
」
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

★
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

明
る
く
て
、
笑
顔
が
似
合
う
人
で
す
。

次
回
は
渡
辺
さ
ん
の
紹
介
で

山
田　

ゆ
き
え
さ
ん
で
す
。

塩沢字空田�

山口　一雄さん�

佐
賀
県
太
良
町

佐
賀
県
太
良
町�

佐
賀
県
太
良
町�

佐賀県太良町佐賀県太良町�佐賀県太良町�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

佐
賀
県
最
南
端
に
位
置
し
、
長
崎

県
と
接
す
る
人
口
約
１
万
２
千
人
の

太
良
町
で
す
。
霊
峰
多
良
岳
か
ら
の

び
る
緩
や
か
な
傾
斜
地
を
利
用
し
て

栽
培
す
る
「
た
ら
ミ
カ
ン
」
と
、
干

潟
で
有
名
な
有
明
海
で
水
揚
げ
す
る

「
竹
崎
カ
ニ
」
が
特
産
で
す
。
ほ
か

に
も
、
の
り
、
か
き
、
あ
さ
り
と
海

産
物
が
豊
富
な
と
こ
ろ
で
す
。
干
満

の
差
日
本
最
大
級
の
有
明
海
に
臨
む

多
良
町
は
、
大
き
な
満
ち
干
を
日
常

的
に
体
感
で
き
る
「
月
の
引
力
が
見

え
る
町
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

５８

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

都
会
か
ら
見
れ
ば
田
舎
で
す
が
、

故
郷
と
似
て
い
る
の
で
違
和
感
な
く

暮
ら
せ
ま
す
。

　

今
、
障
が
い
者
と
と
も
に
、
鶏
千

羽
を
放
し
飼
い
に
し
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
口
コ
ミ
な
ど
で
広
が
り
、
多

く
の
み
な
さ
ん
に
新
鮮
な
卵
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
支
援
し

て
く
だ
さ
る
、
石
川
町
民
の
ふ
と
こ

ろ
の
深
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

何
事
に
も
勇
気
を
も
っ
て
、
ナ
タ

を
大
き
く
ふ
れ
る
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
ほ
し
い
で
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら

れ
た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



23・

H A P P YH A P P Y

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が　

人
１３

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月　

日
に
結

２６

３０

婚
し
ま
し
た
。
戦
後
、
昭
和　

年　

月

２３

１１

に
復
員
し
、
稲
作
、
葉
タ
バ
コ
、
そ
し

て
畜
産
と
経
験
の
な
い
農
業
に
従
事
し
、

妻
と
と
も
に
子
育
て
の
傍
ら
、
普
請
に

取
り
掛
か
り
、
共
に
苦
労
し
た
こ
と
は

特
に
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

と
一
緒
に
行
っ
た
、
北
海
道
旅
行
も
思

い
出
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

信
青
さ
ん

　

信
青
さ
ん　

健
康
で
仕
事
が
で
き
る

こ
と
、
そ
し
て
妻
、
子
ど
も
、
孫
と
一

緒
に
行
く
温
泉
旅
行
で
す
。

セ
ツ
さ
ん

　

セ
ツ
さ
ん　

家
族
と
の
温
泉
旅
行
や

野
菜
づ
く
り
な
ど
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

今
出
川
、
あ
さ
ひ
公
園
周
辺
の
桜
並

木
は
す
ば
ら
し
く
き
れ
い
で
す
ね
。
ま

た
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川
の
石
の

公
園
は
孫
と
遊
ぶ
の
に
最
適
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

石
川
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
と
若
者

が
働
け
る
企
業
の
誘
致
、
福
祉
行
政
の

充
実
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

滝川　信青さん（78歳）�
セツさん（70歳）�

住所：中田字下矢造�

＜氏名＞�

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

関根　 紗 希   　ちゃん
さ き

大室　　　　　　　　　　　
哲夫さん・美津子さんの三女
平成１０年４月３日生まれ　　

「いつも元気にお姉ちゃんた
ちと遊んでいます。明るい素
直な子になってね！」

桑澤　 尚 子   　ちゃん
なお こ

湯郷渡字湯坂　　　　　　　
伸吉さん・百合子さんの二女
平成１０年４月２１日生まれ　　

「お話し大～好き。いつも笑
顔で明るいコ。この笑顔をい
つまでも忘れずにネ!!」
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

　

平
成　

年
５
月　

日
に
㈱
大
黒
屋
し

１３

２１

ゃ
く
な
げ
友
の
会
（
い
わ
き
市
）
が
自

己
破
産
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
同
友
の
会
発
行
の
「
お
買
物
券
」

が
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
友
の
会
の
「
積
立
金
」
が
返
金

も
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
還　

付

　
「
お
買
物
券
」
や
「
積
立
金
」
は
割
賦

販
売
法
に
基
づ
く
営
業
保
証
金
、
お
よ

び
前
受
業
務
保
証
金
か
ら
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
手
続
き

　

還
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成

　

年　

月　

日
（
月
）
ま
で
に
申
し
出

１３

１０

１５

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
経
済
産
業
局
流
通
消
費
課

　

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

㈱
大
黒
屋
し
ゃ
く
な
げ
友

の
会
の
お
買
い
物
券
を
お

持
ち
の
方
、
友
の
会
の
積

み
立
て
を
し
て
い
た
方
へ

案
内

　

動
物
愛
護
週
間

　

９
月　

日
〜　

日

２０

２６

　

犬
や
猫
な
ど
の
小
動
物
は
、
人
間
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
騒
音
や
悪

臭
な
ど
、
ペ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

も
絶
え
ま
せ
ん
。
安
易
に
動
物
を
捨
て

た
り
、
虐
待
し
た
り
す
る
事
件
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
に
は
、
命
あ
る
動
物
の
一
生

の
面
倒
を
み
る
と
い
う
強
い
自
覚
と
責

任
感
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
だ
け
は
守
り
た
い

　

飼
い
主
の
義
務

①
動
物
の
習
性
な
ど
正
し
く
理
解
し
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

②
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し

ょ
う
。

③
犬
や
猫
の
繁
殖
制
限
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

④
動
物
に
よ
る
感
染
症
の
知
識
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

⑤
動
物
の
所
有
者
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

老
人
保
健
福
祉
週
間

　

９
月　

日
〜　

日

１５

２１

●
５
つ
の
目
標

①
高
齢
者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
、
保
健
・
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
や
能
力
を
い

か
し
た
、
就
労
・
社
会
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

③
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

④
介
護
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
、

高
齢
者
や
そ
の
介
護
者
を
支
え
る

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
し

ょ
う
。

⑤
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
や
地
域
社

会
な
ど
の
役
割
を
理
解
し
、
お
互
い

に
協
力
し
て
豊
か
な
長
寿
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
支
え
る

明
る
く
豊
か
な

長
寿
社
会

ペ
ッ
ト
は
あ
な
た
の

家
族
で
す
。

愛
情
も
、
し
つ
け
も

欠
か
せ
ま
せ
ん

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、

健
康
な
生
活
を

　

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

　

健
康
日
本　
２１

　
　

世
紀
の
日
本
は
超
高
齢
社
会
。
現

２１
在
以
上
に
病
気
や
介
護
に
よ
る
個
人
の

負
担
が
大
き
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら

う
つ
く
し
ま
未
来
博
記
念

ト
ロ
ッ
コ
列
車　
　
　
　
　
　
　
　

〜
奥
久
慈
風
っ
こ
号
〜
を
運
行

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
水
戸
支
社
で
は
、
９
月　

日
〜　

日
の
期
間
、
う
つ
く
し
ま
未
来

１５

３０

博
開
催
を
記
念
し
て
、「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
〜
奥
久
慈
風
っ
こ
号
〜
」
を
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
行
を
記
念
し
て
、
石
川
温
泉
郷
な
ど
４
種
類
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
を
、

１
枚
千
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
運
行
日

　

９
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
月
）・　

１５

１６

２２

２３

２４

２９

日
（
土
）・　

日
（
日
）

３０

●
時
間

　

下
り
＝
水
戸
発　
８
時　

分　

石
川
着　　

時　

分

５７

１２

２８

　

上
り
＝
石
川
発　　

時　

分　

常
陸
大
子
着　　

時　

分

１３

５８

１５

１９

●お問い合わせ先
　ＪＲ磐城石川駅　�２６－２６３８
　水郡線活性化対策協議会事務局
　役場企画商工課　�２６－９１１１
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交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！　　　　●町づくりにあなたの声を！
　　　　　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
　　　働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつく
ります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育課・生涯学習係ま
でお問い合わせください。� 26－ 9136

場　所内　　　容月　日

クリスタルパーク県南高校バレー１年生大会９／１

クリスタルパーク若鷲杯少年ソフトボール大会９／２

町民グラウンド協会杯ゲートボール大会９／５

クリスタルパーク石川町中学生ハンドボール大会９／８

クリスタルパーククリスタルカップサッカー大会９／２４

クリスタルパーク中体連新人バドミントン大会９／２６

クリスタルパーク第二保育所大運動会
９／２９

町民グラウンドほか小学生駅伝競走大会

クリスタルパーク県南家庭婦人バレー大会
９／３０

町民グラウンド双里区スポーツ交歓会

●
相
談
日　

９
月
７
日
（
金
）、　

日
１７

（
月
）、　

日
（
木
）

２７

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

●
相
談
日　

９
月　

日
（
火
）

２５

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

石
川
町
役
場
宿
直
室

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談

全
国
一
斉

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

相
談

れ
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
一
人
ひ
と
り

が
管
理
し
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り

を
実
践
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
将
来

の
負
担
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
介
護

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
健
康
日
本　

」
で
は
、
９
つ
の
分
野

２１

に
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
目
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

①
栄
養
・
食
生
活

②
身
体
活
動
・
運
動

③
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

④
た
ば
こ

⑤
ア
ル
コ
ー
ル

⑥
歯
の
健
康

⑦
糖
尿
病

⑧
循
環
器
病

⑨
が
ん

●
期　

日　

平
成　

年
９
月
９
日（
日
）

１３

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

白
河
市
「
メ
ガ
ス
テ
ー
ジ

　
　

月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

１０

　

福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
登
記
や

供
託
の
手
続
き
、
訴
訟
書
類
の
作
成
な

ど
に
つ
い
て
の
無
料
法
律
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

●
期　

日　

平
成　

年　

月
６
日（
土
）

１３

１０

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

白
河
市
「
メ
ガ
ス
テ
ー
ジ

白
河
・
エ
ル
ス
館
」

●
相
談
内
容

・
不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
保
存
な
ど

の
登
記

・
会
社
の
設
立
・
役
員
変
更
・
増
資
な

ど
の
登
記

・
借
地
借
家
法
に
基
づ
く
手
続
き
・
供

託
の
手
続
き

白
河
・
エ
ル
ス
館
」

●
内　

容　

登
記
の
手
続
き
、
土
地
境

界
な
ど
の
問
題
、
地
代
・
家
賃
の
供
託

の
問
題
、
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
、
お
年

寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・
体

罰
、
離
婚
等
の
夫
婦
間
の
問
題
・
家
庭

内
暴
力
等
家
庭
内
の
問
題
な
ど

●
担
当
者　

法
務
局
職
員

●
そ
の
他　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

　

�
０
２
４
８
―
２
２
―
１
２
０
１

【お詫びと訂正】
　８月号、「ふるさとの花だよ
り」なかで、花の写真に誤り
がありました。次のとおり訂
正してお詫び申し上げます。
花名　オモダカ（オモダカ科）

　
「
中
田
の
さ
さ
ら
」を
中
心
と
し
た
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
さ
ら
の
郷
づ
く
り
委
員
会

　

�
２
６
―
５
５
７
８

さ
さ
ら
の
郷
２
０
０
１

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
家
事
審
判
手
続
き
・
訴
訟
書
類
作
成

な
ど

※
相
談
は
個
別
に
う
か
が
い
、
相
談
内

容
は
す
べ
て
秘
密
に
し
ま
す
。

●
相
談
員　

福
島
県
司
法
書
士
会
会
員

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
司
法
書
士
会

　

�
０
２
４
―
５
３
４
―
７
５
０
２
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

納得のいく医療を受けるために�

　しゃりしゃりして、緑の色が濃くて、元気になりそうな豆。節の時
期はすぎましたが、タンパク質との組み合わせで、ヘルシーにどうぞ。�
�

〈スナップえんどうとささ身の炒めもの〉�
�

★材料〈４人分〉�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
★作り方�
①スナップえんどうは筋を除きます。鶏ささ身は1口大のそぎ切り
にし、Ａをまぶします。�
②生しいたけは軸を除いて、薄切りにします。ねぎ、しょうがはみ
じん切りにします。�
③フライパンにサラダ油と塩の各半分を入れ、スナップえんどうを
いためます。いろ鮮やかになったら、水1／4カップを加えてふ
たをし、２分ほど蒸し煮して、ざるにあげます。�
④③のフライパンに残りのサラダ油を熱し、Ｂを香りが出るまでい
ため合わせます。�
⑤ささ身に火がとおったら生しいたけを加えて、さっといため、水
3／4カップ、鶏がらスープの素を加えてひと煮します。�
⑥残りの塩、砂糖で味をととのえ、Ｃを加え、とろみをつけて、③
を加えて出来上がり。�

｛�
｛�

スナップえんどう　200ｇ�
鶏ささ身　　　　4本�
　　塩　　　　　小さじ1／4�
　　酒　　　　　大さじ1�
　　片栗粉　　　小さじ1�
生しいたけ　　　4枚�
　　ねぎ　　　　5cm�
　　しょうが　　小1かけ�

サラダ油　　　　　大さじ2�
鶏がらスープの素　小さじ1�
砂糖　　　　　　　小さじ1／4�
　　片栗粉　　　　小さじ1�
　　水　　　　　　小さじ1�
�

Ａ�

Ｂ�

｛�Ｃ�

葬
儀
費
用
は
ど
の

く
ら
い
？

　

葬
儀
は
一
生
の
う
ち
に
何
度
も
経
験

す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
掛
か
る
費

用
の
見
当
も
つ
か
ず
、
不
安
に
感
じ
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
葬

儀
に
掛
か
る
費
用
は
、
大
き
く
分
け
て

３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
葬
祭
業
者
へ
の
支
払
い
や
火
葬
費
、

運
搬
料
な
ど

②
通
夜
や
葬
儀
の
飲
食
に
掛
か
る
も
の

な
ど
、
接
待
費

③
戒
名
料
も
含
め
た
お
布
施
な
ど
の
寺

院
費
用

　

ほ
か
に
香
典
返
し
を
す
る
場
合
は
、

そ
の
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
平
均
額
で

は
、
約
３
６
７
万
円
も
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
葬
儀
費
は
、
ど
の
よ
う
な

葬
儀
を
行
う
か
で
大
き
く
違
っ
て
き
ま

す
。

●
細
か
く
分
か
れ
る
設
定
ラ
ン
ク

　

葬
祭
業
者
の
場
合
を
見
ま
す
と
、
あ

ら
か
じ
め
基
本
的
な
物
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
セ
ッ
ト
し
た
設
定
価
格
を
設
け
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
い
く
つ
か
の
ラ
ン
ク

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る

業
者
の
自
宅
葬
の
場
合
、　

万
円
か
ら

２０

２
３
０
０
万
円
ま
で
の　

ラ
ン
ク
に
分

２１

か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
冠
婚
葬
祭
互
助
会
、
斎

場
、
生
協
、
農
協
な
ど
を
使
っ
て
葬
儀

を
行
う
人
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
価
格
に
特
色
を
打
ち
出
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
遺
骨
を
粉
に
し
て
海
や
山
な

ど
に
ま
く
「
散
骨
」
を
希
望
す
る
人
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
元
気
な
う
ち
に
、

自
分
ら
し
い
葬
儀
が
で
き
る
よ
う
に
情

報
収
集
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

平
均
寿
命
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

男
女
と
も
に
伸
び
、
ま
さ
に
人
生　

年
８０

の
時
代
。
で
き
れ
ば
、
寝
た
き
り
や
ぼ

け
に
な
ら
ず
に
、
元
気
に
長
生
き
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
病
院

の
こ
と
、
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く

知
り
、
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

だ
れ
だ
っ
て
、
診
察
が
丁
寧
で
、
話

を
よ
く
聞
い
て
く
れ
て
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
先
生

な
ら
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
ね
。
そ
ん
な
お
医
者
さ
ん

と
、
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
ま
す
か
。

　

実
は
、
納
得
の
い
く
医
療
を
受
け
る

た
め
に
は
、
患
者
で
あ
る
あ
な
た
の
努

力
が
大
い
に
必
要
な
の
で
す
。
き
ち
ん

と
症
状
を
伝
え
て
、
仕
事
や
食
事
、
運

動
、
ほ
か
で
薬
を
も
ら
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
薬
の
こ
と
な
ど
、
具
体
的
に
注
意

す
る
こ
と
を
聞
い
て
、
治
療
す
る
こ
と

が
、
大
切
な
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で

す
。
薬
を
飲
ん
で
い
る
の
に
、
生
活
面

で
注
意
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
の

は
、
繰
り
返
し
た
り
、
長
期
化
し
た
り

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
聞
き
づ
ら
い
」と
か
、「
忙

し
そ
う
で
説
明
を
聞
く
時
間
な
ん
て
な

い
」
な
ど
と
決
め
つ
け
な
い
で
、
自
分

の
こ
と
で
す
か
ら
、
思
い
き
っ
て
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

●葬儀費用の平均額

金額（万円）内　　　　訳

１５２．８１．葬儀業者への支払い

７０．６２．お寺（神社、教会含む）に要した費用（戒名料込み）

１４３．３
８２．６
４８．１
１２．６

３．会葬者への接待費　　　小計
　　香典返し
　　飲食など
　　その他、お手伝いへのお礼など

３６６．７合　　　　計

�
�
�
�
�
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

31

7

7

13

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金
（
9
月
分
）�

※
９
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

国
民
健
康
保
険
税
（
3
期
分
）�

　石川町商工会青年部主催、石川花火大会
ポスターコンクール「特選」作品です。

保だより�

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

〔〔

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

小
林　

年
子 

塩　

沢

木
戸　

豊 

山　

形

須
藤　

保 

板　

橋

　

川　

ハ
ツ 

中　

田

　

川　

ヨ
シ 

下　

泉

大
串　

サ
ヲ 

北　

山

小
豆
畑　

信
夫 

板　

橋

小
湊　

倉
之
助 

谷　

地

穂
積　

浩
次 

当　

町

小
林　

リ
ン 

沢　

井

矢
内　

大
平 

板　

橋

鈴
木　

長
吉 

沢　

井

丹
内　

正
彦 

当　

町

近
内　

豊 

中　

野

〔

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

近
内　

莉
子
（
昭　

夫
・
ひ
と
み
）
矢
ノ
目
田

山
口　

真
優
（
善　

男
・
恵　

美
）
沢　

井

近
内　

俊
介
（
幸　

司
・　

恵　

）
双　

里

我
妻　
　

凌
（
英　

行
・
久
美
子
）
下　

泉

山
崎　

摩
琳
（　

弘　

・
恵　

美
）
塩　

沢

矢
内　

莞
那
（
清　

春
・
久　

美
）
板　

橋

荻
野　
　

響
（
博　

巨
・
真
由
美
）
中　

野

遠
野　

詩
織
（
浩　

信
・
洋　

恵
）
中　

野

前
田　

喜
貴
（
貴　

志
・
は
る
み
）
沢　

井

村
田　

龍
星
（
健　

治
・
明　

美
）
梁　

瀬

安
島　

伯
哉
（
之　

治
・
美　

枝
）
双　

里

山
下　

翔
子

山
下　

椋
子

〔

〔 　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

水
谷　

洋
二 

郡
山
市

芳
賀　

美
智
子 

当　

町

草
野　

幸
一 

曲　

木

須
藤　

加
織 

塙　

町

南
條　

一 

谷　

地

白
坂　

真
弓 

棚
倉
町

阿
部　

海
和 

赤　

羽

江
尻　

光
子 

赤　

羽

井
坂　

広
徳 

鹿
ノ
坂

石
井　

友
子 

鹿
ノ
坂

鈴
木　

松
枝 

矢
ノ
目
田

佐
川　

由
美
子 

浅
川
町

草
野　

洋
典 

曲　

木

塩
田　

恵 

山　

形

近
内　

忠
史 

中　

野

小
林　

祐
子 

玉
川
村

〔〔 〔

　現在使用されている国民健康保険被保険者証の有効期限は平成１３年９月３０
日までとなっています。１０月１日からは新しい被保険者証となります。現在
の「被保険者証」を持参の上、必ず交換してください。「被保険者証」を紛失
された方は、印鑑を持参してください。

★上記日程に交換できない場合は、当該日程以後に役場窓口国保係にて交換
　してください。
★　学◯ 　被保険者証の交付を受けている方も交換してください。
★　遠◯ 　被保険者証の交付を受けている方は返還してください。なお、引き
　続き被保険者証が必要な方は、役場窓口国保係にて手続きをしてください。

●国民健康保険被保険者証の交換日程

時　　　間場　　所対象地区月　　日

午前９時～午後４時石川町中央公民館石　川９月２５日（火）

午前９時～正午沢田地区公民館沢　田
９月２６日（水）

午後１時３０分～午後４時野木沢地区公民館野木沢

午前９時～正午母畑地区公民館母　畑
９月２７日（木）

午後１時３０分～午後４時中谷地区公民館中　谷

午前９時～正午山橋地区公民館山　橋９月２８日（金）

　
　
　
　
　

（
泰　

治
・
ひ
と
み
）
双　

里

お
く
や
み�
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編

集

後

記

�

・

�

・

�

・

�

町の人口�
住民基本台帳�
（8月1日現在）�

19,674人（－33）�

 　9,633人 （－15）�

 10,041人（－18）�

 　5,567戸 （－  6）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　創立１２３年目の山形小は、
緑に恵まれ充実した施設が整っ
ています。子どもたちはやさし
く、たくましく育っています。�

　
宇
宙
船
に
乗
っ
て
宇
宙
旅
行
へ

出
発
！
大
好
き
な
う
さ
ぎ
さ
ん
も

一
緒
だ
よ
。
宇
宙
で
い
ろ
ん
な
遊

び
も
し
た
よ
。
宇
宙
人
も
び
っ
く

り
だ
ね
。�

174

「
宇
宙
船
に
の
っ
て
」�

　
大
き
な
吹
雪
に
の
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
登
場
人
物
の
よ
う
す
を
、

イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
き

れ
い
に
仕
上
げ
ま
し
た
。�

� 「
大
き
な
吹
雪
が
や
っ
て
き
た
」�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
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お
蔭
様
で
、�
５
０
０
号
�
発
行
。
み

な
さ
ん
、
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
歴
代
担
当
者
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

情
報
が
大
げ
さ
、
う
そ
の
広
告
を
、

安
易
に
信
用
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、

情
報
収
集
が
し
や
す
く
な
っ
た
反
面
、

必
要
と
す
る
情
報
を
的
確
に
選
択
す
る

こ
と
が
大
切
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
紙
も
、
大
切
な
媒
体
の
ひ
と
つ
で

す
。
さ
ら
に
親
し
ま
れ
、
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年7月7日～　　　�
　　　9月30日まで開催中�

　道ばたや草地などにごくふつ
うに生える1年草です。�
　花期は6月～9月で、花びらは
3枚で、2枚は青色で目立つが1
枚は白色で小さく、葉と対生し
て、舟形の包につつまれた花が
咲きます。 

写真提供/関根政信さん� ツユクサ（ツユクサ科）�
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